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(54)【発明の名称】 画像ディスプレイ装置

(57)【要約】
【課題】この発明は、低コストで大画面且つフルカラ
ー、ハイコントラストの大型フラットディスプレイを提
供することを目的とする。
【解決手段】  この発明は、バックライト３と、このバ
ックライト３の光出射側に設けられた垂直走査用液晶パ
ネル１と、この垂直走査用液晶パネル１の光出射側に設
けられた水平走査用液晶パネル２と、を備え、垂直走査
用液晶パネル１にて垂直走査を行い、水平走査用液晶パ
ネル２にて画像信号に光を変調して画像表示を行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  バックライトと、このバックライトの光
出射側に設けられた垂直走査用液晶パネルと、この垂直
走査用液晶パネルの光出射側に設けられた水平走査用液
晶パネルと、を備え、垂直走査用液晶パネルにて垂直走
査を行い、水平走査用液晶パネルにて画像信号に光を変
調して画像表示を行うことを特徴とする画像ディスプレ
イ装置。
【請求項２】  前記垂直走査用液晶パネルは、光入射側
基板に垂直走査ラインに対応して形成されたストライプ
状の透明電極と、光出射側基板に形成された透明全面電
極と、を備え、両電極間に液晶層が設けられてなり、前
記水平走査用液晶パネルは、光入射側基板に水平走査ラ
インに対応して形成されたストライプ状の透明電極と、
光出射側基板に形成された透明全面電極と、を備え、両
電極間に液晶層が設けられていることを特徴とする請求
項１に記載の画像ディスプレイ装置。
【請求項３】  前記垂直走査用液晶パネルの光出射側基
板と、前記水平走査用液晶パネルの光入射側基板とを兼
用したことを特徴とする請求項２記載の画像ディスプレ
イ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、液晶を用いた画
像ディスプレイ装置に関し、特にディスプレイ画面の大
型化を図った画像ディスプレイ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】最近、３０インチ以上の大型のフラット
ディスプレイ装置が望まれている。画質、消費電力の点
で液晶ディスプレイ装置は最も有用な候補の１つであ
る。液晶ディスプレイ装置としては、ストライプ状の電
極を設けた２枚の基板を相対向させたＳＴＮ（スーパー
・ツイスト・ネマチック）型液晶ディスプレイ装置やＴ
ＦＴ（薄膜トランジスタ）等の能動素子を各画素毎に配
置したアクティブマトリックス型液晶ディスプレイ装置
が知られている。
【０００３】しかしながら、ＴＦＴ等を用いたアクティ
ブマトリックス型液晶ディスプレイ装置においては、各
画素は半導体の積層構造で形成されるため、高い製造歩
留まりが達成しにくく、大面積化がそのまま生産性の低
下に結びつき、大面積のディスプレイ装置の実用化が困
難になっている。
【０００４】また、単純マトリックス型液晶ディスプレ
イ装置においては、アクティブマトリックス型液晶ディ
スプレイ装置に比べ、工程が簡単で低価格化が可能であ
るが、液晶画素密度（水平走査ライン数）が増加する
と、急激にコントラストが低下し、ＴＶ映像等を再生す
るディスプレイとしては使用できないという難点があ
る。
【０００５】上記の欠点を解消し、大面積化が可能なも
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のとして、プラズマ放電により走査を行うＰＡＬＣ（Ｐ
ｌａｓｍａ  Ａｄｄｒｅｓｓ  Ｌｉｑｕｉｄ  Ｃｒｙｓ
ｔａｌ）型ディスプレイ装置が特開平９－１５５５１号
公報などに開示されている。このＰＡＬＣ型ディスプレ
イ装置は、液晶層と、プラズマ放電を行う放電チャネル
層とで構成され、プラズマ放電によって走査を行いなが
ら液晶をを制御することによって、特定のディスプレイ
を行えるようにしたものである。ＰＡＬＣ型ディスプレ
イ装置の構成につき、図７を参照して説明する。図７
は、ＰＡＬＣ型ディスプレイ装置の一部拡大断面の概要
図であって、放電チャネル層７０Ａと、放電チャネル側
に設けられた液晶が封入される液晶層１０Ｂとで、構成
される。
【０００６】この放電チャネル層７０Ａを構成する第１
の基板８２はガラス基板が使用され、その上面７３には
一定の間隔を保持して一対の電極７６，７７が紙面と垂
直方向に帯状に被着形成されている。そして、これら一
対の電極１６，１７を組として、その組と組の間には隔
壁として機能する所定の幅と高さを有するバリアリブ７
４が形成されている。
【０００７】バリアリブ７４の上端面側にはガラス基板
などを使用した薄板７８が載置され、その状態で薄板１
８の周囲を囲むように設けられたフリット８０により気
密的にシールされる。このように、バリアリブ７４と薄
板７８とによって互いに隔離された複数の空間７９が形
成され、これら空間７９内にイオン化し易い電離ガスが
封入される。これら空間７９は放電チャネル用の空間と
して使用される。また、第１の基板７２の下面には第１
の偏光板８２が貼付されている。
【０００８】薄板７８の上面には液晶層７０Ｂが設けら
れる。液晶層７０Ｂもガラス基板などが使用された第２
の基板８４を有し、その下面には上述した組の電極７
６，７７に対して直交する方向（図では水平方向）に伸
びる複数の電極が被着形成され、これら電極８６が薄板
７８と所定の間隙ｗ（２００μｍ程度）を保持して対峙
した状態で第１の基板７２を囲むフリット９０によって
液密的に封着される。そして、間隙ｗ内には液晶９２が
注入されて、液晶層７０Ｂが得られる。このフリットシ
ールによって放電チャネル層７０Ａと液晶層７０Ｂとが
合体される。第２の基板８４の上面には第２の偏光板８
８が貼付されている。
【０００９】このように形成されたディスプレイ装置に
おいて、放電チャネル空間７９内の電極例えば、７６ａ
と７７ａとに所定の電位差を有する走査電圧を与えるこ
とによって、放電チャネル空間７９内がプラズマ放電す
る。プラズマ放電すると、電離ガスによる電位が生じる
ため、薄板１８がコンデンサの一方の電極として作用
し、ここに電荷が発生する。
【００１０】一方、電極８６のうち特定の電極、例えば
８６ａに所定の走査電圧が印加されていると、この電極
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８６ａと電極７６ａ、７７ａとで挟まれた液晶９２が配
向してその放電チャネル空間７９ａが透光状態となる。
従って、プラズマ放電による走査を行うことにより所定
の画像を二次元的に表示することができる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】上記したように、ＰＡ
ＬＣ型ディスプレイ装置では、線順次駆動を行うために
プラズマ放電を用いており、クロストークを防止するた
めに、プラズマ放電をある選択線部分のみに限定して発
生させるプラズマ放電空間を形成している。このプラズ
マ空間を形成するためには、基板に化学的エッチングな
どにより、ライン状の微細な放電チャネル空間を形成す
る必要がある。しかしながら、このプラズマ放電空間を
形成するには、製造プロセスが非常に複雑になり、生産
性が悪く、コストが高くなるなどの問題がある。
【００１２】また、上述したように、薄板７８は封入さ
れた電離ガスの隔壁板として機能するほかに、液晶９２
に電圧を印加するための一方の電極としても機能し、ま
た光が透過する関係から、この薄板７８はできるだけ薄
い方が好ましい。しかし、薄板７８の厚みを薄くする
と、薄板７８が非常に割れやすくなることから、細心の
注意を払いながら取り扱っているが、製造時に薄板７８
を破損することが多く、このことも生産性を悪くし、コ
ストが高くなるなどの要因となるなど問題が生じる。
【００１３】この発明は、上記の事情を鑑み、低コスト
で大画面且つフルカラー、ハイコントラストの大型フラ
ットディスプレイを提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】この発明の画像ディスプ
レイ装置は、バックライトと、このバックライトの光出
射側に設けられた垂直走査用液晶パネルと、この垂直走
査用液晶パネルの光出射側に設けられた水平走査用液晶
パネルと、を備え、垂直走査用液晶パネルにて垂直走査
を行い、水平走査用液晶パネルにて画像信号に光を変調
して画像表示を行うことを特徴とする。
【００１５】前記垂直走査用液晶パネルは、光入射側基
板に垂直走査ラインに対応して形成されたストライプ状
の透明電極と、光出射側基板に形成された透明全面電極
と、を備え、両電極間に液晶層を設け、前記水平走査用
液晶パネルは、光入射側基板に水平走査ラインに対応し
て形成されたストライプ状の透明電極と、光出射側基板
に形成された透明全面電極と、を備え、両電極間に液晶
層を設けるように構成することができる。
【００１６】上記のように、この発明は、１枚の単純マ
トリクスよりも工程の少ない垂直走査専用の１層目の垂
直走査用液晶パネルと水平走査専用の２層目の水平走査
用液晶パネルとを重ねた構造でディスプレイ装置を構成
することができる。このため、低価格で大画面フラット
ディスプレイ用の画像ディスプレイ装置が提供できる。
【００１７】また、前記垂直走査用液晶パネルの光出射
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側基板と、前記水平走査用液晶パネルの光入射側基板と
を兼用することができる。
【００１８】上記のように構成することで、部品点数を
削減することができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、この発明の実施の形態を図
に基づいて説明する。図１は、この発明における画像デ
ィスプレイ装置の構成を示す模式的斜視図である。この
図１に従いこの発明の基本構成につき説明する。
【００２０】図１に示すように、この発明の画像ディス
プレイ装置は、垂直走査用液晶パネル１と、水平走査用
液晶パネル２を備え、垂直走査用液晶パネル１は、垂直
走査用に用いられ、ｎ行のラインを選択し、バックライ
ト３からの光をライン状に発光させる。
【００２１】このため、この垂直走査用液晶パネル１の
一方の電極はｘ方向に走査ラインに対応したストライプ
状の透明電極が設けられている。また、他方の電極は一
面の透明全面電極で構成されている。また、水平走査用
液晶パネル２は、１行分の映像信号を変調するものであ
り、ｎ列の信号ラインに映像信号が与えられる。水平走
査用液晶パネル２の一方の電極は垂直走査用液晶パネル
１の走査ラインと直交するｙ方向に走査ラインに対応し
たストライプ状の透明電極が設けられている。また、他
方の電極は一面の透明全面電極で構成されている。
【００２２】そして、垂直走査用液晶パネル１には、行
選択ドライバ４が接続されている。この行選択ドライバ
４により、垂直走査が行われる。この行選択ドライバ４
にタイミング発生回路７からのタイミング信号が与えら
れ、垂直走査用液晶パネル１で、ｎ行のラインが選択さ
れ、バックライト３からの光が選択された行からライン
状に発光される。
【００２３】また、水平走査用液晶パネル２には、列電
極ドライバ５が接続されている。列電極ドライバ５は、
水平走査兼階調付与の役割を持つ。この列電極ドライバ
５は、バッファメモリ６から与えられた画像信号により
同時に１行分ドライブする。バッファメモリ６は入力点
順次画像信号を線順次化するためのものである。
【００２４】画像信号は階調非直線補正回路８に与えら
れ、この階調非直線補正回路８により、ガンマ補正や液
晶特有の階調変換特性の非直線性が補正され、バッファ
メモリ６に１行分の画像信号が格納される。
【００２５】そして、タイミング発生回路７により、例
えば、６０Ｈｚで全画面を走査するようにタイミング信
号が作成され、垂直走査用液晶パネル１及び水平走査用
液晶パネル２のドライバ４，５等が駆動される。
【００２６】次に、この画像ディスプレイ装置の動作に
つき図１及び図２を参照して説明する。
【００２７】垂直走査用液晶パネル１は、行選択ドライ
バ４によりｎ行のラインが選択される。バックライト３
からの均一な光がこのｎ行部分を透過し、水平走査用液
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晶パネル２に与えられる。水平走査用液晶パネル２のバ
ッファメモリ６には、該当する１行分の画像信号が格納
され、一水平分の画像データにより、水平走査用液晶パ
ネル２が列電極ドライバ５により駆動される。
【００２８】上記走査により、ｎ行目の水平ラインが１
行分の画像信号で変調を受けて、バックライト３の光が
水平走査用液晶パネル２を透過する。すなわち、水平方
向の光のラインが垂直方向にマトリクス的に選択されこ
とになる。同様の走査が繰り返され、１フィールドの画
面が表示される。
【００２９】このように、垂直走査用液晶パネル１の駆
動に同期して、バッファメモリ６に格納された画像デー
タに基づき、水平走査用液晶パネル２を駆動することに
より、ＴＶ映像等を再生することができる。
【００３０】上記した各液晶パネル１，２は基本的には
単純マトリクス駆動であるが、水平走査用液晶パネル
２、垂直走査用液晶パネル１との２層の液晶パネルを用
いているので、良好なコントラストの再生ができる。こ
の理由につき以下に説明する。
【００３１】単純マトリクス駆動の液晶パネルが走査線
数とともにコントラストが低下する理由は、マトリクス
状のｘ、ｙ電極による表示対象の画素以外へ印加された
漏洩電圧と液晶の応答差の緩慢さに起因している。しか
しながら上記したように、１層目は垂直走査専用の液晶
パネル、２層目は水平走査専用の液晶パネルの２層構造
とすれば、各々の液晶パネルには上記漏洩電圧は原理的
には全く印加されないことになる。
【００３２】単純マトリクス駆動の液晶パネルにおける
コントラストの低下の原因は、上記したように、表示対
象（ＯＮ及びＯＦＦ）画素以外にも種々の分圧が印加さ
れることにある。そして、液晶の電圧応答性が両極性
で、電気光学応答が緩慢であることに原因がある。
【００３３】結果的には、ＯＮ電圧とＯＦＦ電圧との比
は、次のようになる。
【００３４】Ｖｏｎ／Ｖｏｆｆ＝［（ｎ1/2＋１）／ｎ
1/2－１）］1/2

ここで、ｎは走査電極数である。
【００３５】ｎが増加すると、この比は実現不可能なレ
ベルまで小さくなるため、妥協的な比で満足すると、ｎ
は大きくとれない。例えば、ＴＮ液晶を用いた場合、ｎ
＝１でコントラストは４００：１となるが、ｎ＝１００
でコントラスト比は８：１となり、実用に用いることは
できなくなる。通常のディスプレイ装置としてはｎ＝４
００以上が望まれる。
【００３６】これに対して、この発明の画像ディスプレ
イ装置においては、垂直走査用液晶パネル１及び水平走
査用液晶パネル２においては、構造的には表示対象画素
列以外には電圧は印加されない。各々の液晶パネル１，
２は水平・垂直方向にはＴＮ液晶の性能に起因する限界
コントラストになる。理論的には、上記Ｖｏｎ／Ｖｏｆ
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ｆのｎ＝１のケースに相当することになる。従って、良
好なコントラストの再生が行える。
【００３７】また、製造プロセスとしては、単純マトリ
クスと同様に形成することができるため、大面積化が容
易且つ低コストで実現できる。すなわち、１枚の単純マ
トリクスよりも工程の少ない垂直走査専用の１層目の垂
直走査用液晶パネル１と水平走査専用の２層目の水平走
査用液晶パネル２とを重ねた構造で構成すれば良く、低
価格で大画面フラットディスプレイ用の画像ディスプレ
イ装置が提供できることになる。
【００３８】次に、この発明の液晶パネル部分の実施形
態につき図３に従い説明する。図３は、この発明の画像
ディスプレイ装置の要部構成を示す断面図である。
【００３９】図３に示すように、バックライト３の光出
射方向の前方部に、垂直走査用液晶パネル１と、水平走
査用液晶パネル２とが設けられる。そして、垂直走査用
液晶パネル１は、ガラス基板１２とガラス基板１６との
間に、例えば、ＴＮ型液晶層１４を備える。ガラス基板
１２の光入射側には偏光板１１が設けられ、ガラス基板
１２の液晶層１４側には、行選択ドライバ４に接続され
るｘ方向（図中紙面方向に対して垂直方向）にストライ
プ状の透明電極１３…が設けられている。また、ガラス
基板１６の液晶層１４側の光入射側には透明全面電極１
５が設けられている。さらに、ガラス基板１６の光出射
側には偏光板１７が設けられている。上記の構成によ
り、垂直走査用液晶パネル１が形成される。
【００４０】水平走査用液晶パネル２は、ガラス基板２
２とガラス基板２７との間に、例えば、ＴＮ型液晶層２
４を備える。この水平走査用液晶パネル２の入射側偏光
板は、垂直走査用液晶パネル１の光出射用偏光板１７と
兼用している。そして、ガラスとガラス又はガラスと樹
脂フィルム等のそれぞれの表面が接触するように配置す
ると、その界面で２つの面で反射した光の光路差に起因
するニュートンリングのような干渉縞が発生する。この
干渉縞を防止するために、ガラス基板２２の光入射側に
は反射防止層２１が設けられている。ガラス基板２２の
液晶層２４側には、列電極ドライバ５に接続されるｙ方
向（図中平行方向）にストライプ状の透明電極２３…が
設けられている。また、ガラス基板２７の液晶層２４側
から透明全面電極２５とカラーフィルタ２６が設けられ
ている。さらに、ガラス基板２７の光出射側には偏光板
２８が設けられている。上記の構成により、水平走査用
液晶パネル２が形成される。
【００４１】上記した実施形態では、垂直走査用液晶パ
ネル１に水平走査用液晶パネル２を密接させて取り付け
ているが、両者の接触面には、反射防止層２１が設けら
れているので、接触面で反射する光が減少し、干渉する
反射光の強度が小さくなる。このため、有色の模様が観
察者に視認されなくなり、鮮明な映像が観察できる。
【００４２】上記のように構成した液晶パネルに、垂直
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7
走査用液晶パネル１でｎ行のラインを選択する。バック
ライト３からの均一な光がこのｎ行部分から透過する。
水平走査液晶パネル２のバッファメモリ６に該当する１
行分の画像信号が入力され、一水平分のデータにより、
列電極ドライバ５により水平走査用液晶パネル２が駆動
される。
【００４３】上記走査により、ｎ行目の水平ラインが１
行分の画像信号で変調を受けて、バックライト３の光が
水平走査用液層パネル２を透過する。水平方向の光ライ
ンが垂直方向にマトリクス的に選択される。同様の走査
が繰り返され、１フィールドの画面が表示される。この
ようにして、垂直走査に同期して、画像データを入力す
ることにより、ＴＶ映像等を再生できる。
【００４４】次に、この発明の液晶パネル部分の第２の
実施形態につき図４に従い説明する。図４は、この発明
の画像ディスプレイ装置の要部構成を示す断面図であ
る。この図４に示すものは、垂直走査用液晶パネル１の
光出射側ガラス基板と水平走査用液晶パネル２の光入射
側のガラス基板を兼用したものである。
【００４５】図４に示すように、バックライト３の光出
射方向の前方部に、垂直走査用液晶パネル１と、水平走
査用液晶パネル２とが設けられる。そして、垂直走査用
液晶パネル１は、ガラス基板１２とガラス基板１６との
間に、図３と同様に、ＴＮ型液晶層１４を備える。ガラ
ス基板１２の光入射側には偏光板１１が設けられ、ガラ
ス基板１２の液晶層１４側には、行選択ドライバ４に接
続されるストライプ状の透明電極１３…が設けられてい
る。また、ガラス基板１６の液晶層１４側の光入射側に
は透明全面電極１５が設けられている。さらに、ガラス
基板１６の光出射側には偏光板１７が設けられている。
上記の構成により、垂直走査用液晶パネル１が形成され
る。
【００４６】水平走査用液晶パネル２は、ガラス基板１
６とガラス基板２７との間に、ＴＮ型液晶層２４を備え
る。この水平走査用液晶パネル２においては、入射側の
偏光板のみならず、入射側のガラス基板も、垂直走査用
液晶パネル２のガラス基板１６と光出射用偏光板と兼用
している。また、この実施形態においては、ガラスとガ
ラス等の表面は接触するようには配置されないので、干
渉縞を防止するための反射防止層は設けていない。上記
したように、ガラス基板１６上に偏光板１７が設けら
れ、偏光板１７の液晶層２４側に、列電極ドライバ５に
接続されるストライプ電極２３…が設けられている。ま
た、ガラス基板２７の液晶層２４側の前面に透明全面電
極２５とカラーフィルタ２６が設けられている。さら
に、ガラス基板２７の光出射側には偏光板２８が設けら
れている。
【００４７】上記の構成により、水平走査用液晶パネル
２が形成される。この実施の形態では、水平走査用液晶
パネル２においては、入射側の偏光板のみならず、入射
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側のガラス基板も、垂直走査用液晶パネル２の光出射側
のものと兼用し、部品点数を削減している。
【００４８】上記のように構成した液晶パネルに、垂直
走査パネルでｎ行のラインを選択する。バックライトか
らの均一な光がこのｎ行部分から透過する。水平走査パ
ネルのバッファメモリに該当する１行分の映像信号が入
力され、一水平分のデータにより、水平走査パネルが駆
動される。
【００４９】上記走査により、ｎ行目の水平ラインが１
行分の映像信号で変調を受けて、バックライトの光が水
平走査パネルを透過する。水平方向の光ラインが垂直方
向にマトリクス的に選択される。同様の走査が繰り返さ
れ、１フィールドの画面が表示される。
【００５０】さて、上記したようにして、垂直走査に同
期して、画像データを入力することにより、ＴＶ映像等
を再生できる。
【００５１】ところで、上記した液晶パネルにおいて
は、垂直用液晶パネル１により走査され、水平ライン状
の発光がガラス板１６（及び２２）を通過し、水平走査
用液晶パネル２を通過するとき１水平走査ライン幅より
広がると画像の垂直解像度が劣化する。このため、バッ
クライト３からの光はできるだけ平行光にすることが望
まれる。この発明に用いられるバックライト３の例につ
き、図５及び図６を参照して説明する。
【００５２】図５に示すバックライトは、光源と、導光
板と、プリズムシートを用いた面光源装置である。この
面光源装置からなるバックライト３は、透明な平板から
なる導光体３２と、その上下料側面に配置された蛍光管
３３、３３と、導光体の光出射側に配置されたレンズフ
ィルム３４と、からなる。レンズフィルム３４は第１，
第２のレンチキュラーレンズシート３４ａ、３４ｂから
なり、レンズフィルム３４は、一方の面に三角プリズム
型レンチキュラレンズの突起を有し、他方の面を平滑面
としたものであり、互いに前記三角プリズム型のレンズ
部の形成方向を互いに直交方向に配置させて重ね合わさ
れている。導光体３２の面に前記突起面を上にして貼付
されている。蛍光管３３は冷陰極管３３ａとリフレクタ
３３ｂとで構成されている。
【００５３】導光体３２の図の上側の面は上述した光出
射面３２ａであり、この光出射面３２ａに対して裏面側
となる下側の面は光透過阻止面３２ｂであり、側面は光
入射面である。光入射面に蛍光管３３からの光が入射さ
れると、この光は導光体３２内で全反射して当該導光体
３２の全域にあますところなく伝播する。そして、この
伝播した光の一部は、光透過阻止面の光散乱効果で臨界
角未満の拡散反射光となり、導光体３２ａの光出射側か
ら放出される。放出された光は、レンズフィルム３４に
至る。
【００５４】レンズフィルム３４は、一方の面に三角プ
リズム型レンチキュラレンズの突起を有し、他方の面を
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平滑面としたものであり、導光体３２の面に前記突起面
を上にして貼付されている。導光体３２から放出された
光は、レンズフィルム３４を透過することにより、所定
の角度範囲で等方的に拡散されることになる。このよう
に構成された面光源は高輝度化が図られるとともに、レ
ンズシート３４により、平行光が出射されることにな
る。
【００５５】次に、白色蛍光体を用いたバックライト３
０につき図６に従い説明する。この図６に示すバックラ
イト３０は、マイクロレンズアレイ３１０の各レンズの
焦点にそれぞれ点光源３４０を配置し、マイクロレンズ
アレイ３１０からバックライト用の白色平行光を発生さ
せるものである。点光源３４０としては、白色ＬＥＤや
白色蛍光体が用いられる。これら点光源３４０を基板３
３０上にマイクロレンズアレイ３１０の２次元ピッチと
同じピッチで配置し、この点光源をマイクロレンズアレ
イの各レンズの焦点に配置して平行光の白色バックライ
トを構成する。
【００５６】白色ＬＥＤは、例えば、Ｒ、Ｇ、Ｂの３つ
のＬＥＤを１つのパッケージに収容して、白色光を出射
させるように構成したものや単色のＬＥＤを蛍光物質を
用いてＬＥＤからの出射光を白色に変換するように構成
したものを用いればよい。
【００５７】また、白色蛍光体としては、ハロリン酸カ
ルシウム等の白色蛍光体やＲ、Ｇ、Ｂの３つの蛍光体を
１つのパッケージに収容して、白色光を出射させるよう
に構成したものを用いればよい。 *
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*【００５８】
【発明の効果】以上説明したように、この発明によれ
ば、１枚の単純マトリクスよりも工程の少ない垂直走査
専用の１層目の垂直走査用液晶パネルと水平走査専用の
２層目の水平走査用液晶パネルとを重ねた構造で構成す
ることができるので、低価格で大画面フラットディスプ
レイ用の画像ディスプレイ装置が提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明における画像ディスプレイ装置の構成
を示す模式的斜視図である。
【図２】この発明における画像ディスプレイ装置の表示
状態を説明するための模式図である。
【図３】この発明の画像ディスプレイ装置の第１の実施
形態にかかる要部構成を示す断面図である。
【図４】この発明の画像ディスプレイ装置の第２の実施
形態にかかる要部構成を示す断面図である。
【図５】この発明に用いられるバックライトの一例を示
す模式図である。
【図６】この発明に用いられるバックライトの一例を示
す模式図である。
【図７】ＰＡＬＣ型ディスプレイ装置の一部拡大断面の
概要図である。
【符号の説明】
１  垂直走査用液晶パネル
２  水平走査用液晶パネル
３  バックライト

【図１】 【図２】
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